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光第 2高調波発生(SHG)に代表される 2次の

非線形光学効果を用いた測定法は物質の対称

性に敏感な手法として知られている。この特徴

は，その多くがキラリティを持ち対称性の破れ

た構造をとる生体分子の測定において，特定の

分子に着目した観察を行うために有利である。 

本研究においては 2 次の非線形光学効果の

一つである光和周波発生(SFG)を用いた測定を

行う。SFG は 2 本のレーザー光を試料に入射

したとき，入射光の和の周波数を持つ光が新た

に発生する現象である。本顕微鏡は入射光とし

て波長 532nm の可視光と分子振動と共鳴する

約 3000nmの赤外光を用いて測定を行う。 

本研究では測定試料としてモチ米(新大正

糯)とウルチ米(コシヒカリ及び日本晴)を用い

た。植物が作るデンプンは大きく分けてアミロ

ースとアミロペクチンからなり，SFG 発生は

後者において特に強く観察される[1]。そのた

め，アミロペクチンのみからなるデンプンを持

つモチ米の測定では強い SFG シグナルの発生

が確認された[2]。アミロペクチンは分子量が

数百万と非常に大きな分子であるが，その構造

は植物の持つ遺伝情報により厳密に決まって

おり，その構造の違いにより硬さなどの最終的

な特性が品種ごとに異なる。今回の測定では，

モチ米に加えてウルチ米の SFG スペクトルを

測定し，品種ごとの差を比較した。以下にコシ

ヒカリ及び日本晴の測定結果を示す。 

 

Fig.1 コシヒカリ SFGスペクトル 

 

Fig.2日本晴 SFGスペクトル 

両者のスペクトルを比較すると，2つの特徴

的なピークの位置は変わらなかったが，低波数

側のピークの幅がコシヒカリよりも日本晴に

おいて広くなっていることが確認された。 
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